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三重県では、国の補助
制度に上乗せし、夫婦
の所得４００万円未満
の夫婦を対象に、１回１
０万円上限（年１回、通
算５回まで）助成 

※国の補助制度 １回の治療
につき１５万円を限度に、１年
度あたり２回（平成２３年度から
は初年度は３回）まで通算５年
間又は通算１０回まで助成 
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特定不妊治療費助成実績　年度比較
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件数 294 396 499 998 1,188 1,496 1,685 2,009 2,300

実績額 29,096 39,472 49,682 97,961 115,649 200,470 230,294 273,889 333,000
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特定不妊治療費助成実績 

制度創設から約10倍に増加 

治療費 年齢制限 治療回数 指定医療機関 40歳以上治療
者（妻） 

法律 

フランス 全額（保険） 42歳  4回まで 約100 約10％ あり 

日  本 一部助成 なし 10回まで   564  30％ 要綱 

○フランスとの比較 

三重県の40歳以上の治療者 27％（Ｈ23）
35～39歳が41％ 

・三重県で、42歳までに制限した場合8.4％が対象外に 

○不妊治療助成 
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治療に関する悩み その他の悩み 相談者年齢 

毎週火曜日１０時から２０時実施 

「不妊症看護認定看護師資格」を有する助産
師を不妊カウンセラーに配置し、不育症も含
めた相談に対応 

※働く女性の増加に配慮し、平成２３年度か
ら午後８時まで相談時間を延長 

年度別年間件数
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不育症 

7件 

不妊専門相談件数 

対前年比141％ 

○不妊専門相談件数 

夜間相談窓口は全国で５県 



○ライフプラン教育 

 

   ○中学、高校における「保健体育」での学び 

  ・思春期の健康 ・妊娠、出産と健康 ・結婚生活と健康等 

 ○高校における「総合的な学習の時間」での学び 

  ・「高校生の親育ち講座」・・・ 命の大切さや性に関し学ぶ 

     ・性をめぐる諸問題について学ぶ 

   ・中学、高校、特別支援学校における産婦人科医･ 

   助産師等による講演（H24年度：10校1,262人が受 

   講） 

   性の理解と性感染症予防、こころや体の成長や自己 

   肯定感の向上 

    ・思春期健康教育     （H23年度 9市町2,220人が受講） 

 ○赤ちゃんとのふれあい体験（小学校、中学校） 

  ・乳幼児とのふれあいや母親との交流会の実施 

  （H23年度：6市町で実施） 

 

 
 
 
 
  

妊娠等ライフプラン全体に関わる知識・情報を対象者の
発達段階に応じて適切に情報提供、啓発普及を図るこ
とが有益である。 
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○病院内学童保育所の開設 

 三重大学医学部附属病院では、平成24年度に女性医師支援ワーキング

グループを立ち上げ、意見・要望を集約し病院内に学童保育所「さくら組」
を開設。 

 【開設日】 平成25年3月26日（4月より運営開始） 
 【運営体制】 指導員2名体制で運営 
※県の子育て医師等復帰支援事業を活用 

県内の病院が取り組む、 

・子育て等により離職した医師の復
職研修プログラムの作成 

・復職に向けた研修体制や子育て中
の医師の勤務環境整備 等 

子育て支援の仕組みづくりを財政的
に支援 

※子育て医師等復帰支援事業（Ｈ24～） 
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・子育て中の女性医師のキャリアアップを支援 



○四日市市父親の子育て情報誌「よかパパスイッチ」 

 

 

・掲載内容 

・ヨカパパ体験談掲載例 
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平成２２年度から「子育てマイスター」の養成講座
を開始、養成講座修了者とともに子育て情報誌「よ
かパパスイッチ」を作成（平成２４年度末現在修了
者：１６名） 
・作成部数：１５，０００冊 

・目的：父親が笑顔で子育てを楽しむために作成 

わが子が誕生するまでと誕生してからの二部構成 
妊婦を理解することや妊娠期間の夫婦の過ごし方、 
父親が子育てをどのようにして楽しんだらよいか 
を掲載 

「おむつ交換」 

初めのころはわからないことばかりで戸惑っていましたが、何回もおむつ交換する
ことでママも「安心して見ていられるわ！」と言うようになりました。 



自らの「育休っぽい休暇」の経験から 

平成24年8月16日（木） 毎日新聞（朝刊） 平成25年1月16日（水） 日本経済新聞（夕刊） 6 


